
書式第１２号（法第２８条関係） 

２０２５年度（第１２期）事業計画書 

 ２０２５年１０月１日から２０２６年９月３０日まで 

特定非営利活動法人 獣医系大学間獣医学教育支援機構 

 １ 事業実施の方針 
獣医系全17大学が共用試験（Computer Based Testing: CBTとObjective Structured Clinical Exa

mination: OSCE）を実施する予定である。全獣医系大学の教員が協力してCBT問題を新たに作成・精選
するとともに、OSCEの試験方法などをさらに検討する。共用試験実施要領に基づき実施大学は試験を
円滑に行うためのマニュアルをそれぞれ作成する。 
共用試験事業に加えて、獣医大学生の卒業後の就職先ともなる大学外部の各機関（地方自治体、家

畜保健所、食品衛生検査所、NOSAI、各種研究所等）での学生実習の受入れ先を確保し、学生に実習機
会を提供する。 

 ２ 事業の実施に関する事項 
 （１）特定非営利活動に係る事業 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

事業費の 

金額 

（千円） 

１．共用試験の実施及び
評価に関する事業 

１７獣医大学が共
用試験を実施 

2026年2月～
8月 

獣医17大学 獣医大学教
員約200名 

獣医大学学生
約1140名 

26,500千円 

２．共用試験の問題、 
課題及び成績等の管理 
に関する事業 

新しいCBT問題の 
作成・精選・管理 

2026年4月～
2026年9月 

獣医17大学 獣医大学教
員約150名 

獣医大学学生
約6500名 

 1,500千円 

３．共用試験の改善を 
図るための研究及び研 
修に関する事 

実施マニュアルの
作成及び試験実施
大学への委員を派
遣 

2025年10月

～2026年9月 

獣医17大学 機構4名及
び獣医大学
教員約40名 

獣医大学教員
約700名及び
学生約6500名 

 2,000千円 

４．獣医教育の内容と 
評価の発展充実を図る 
ための事業 

５．獣医系の大学等に 
おける上記事項の連絡 
調整に関する事業 

共用試験実施に伴
う会議の開催 

2026年2月 
2026年8月 

機構事務局 獣医大学教
員約100名 

獣医大学教員
約700名及び
学生約6500名 

1,000千円 

６．その他目的を達成す
るために必要な事業 

大学外部における
学生臨床実習受入
機関の確保及び各
大学への情報提供 

2025年10月
～2026年9月 

機構事務局 機構4名及
び獣医大学
教員約40名 

獣医大学教員
約750名及び
学生約6500名 

7,000千円


